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議事録 会議名 第 5 回 駒込中学校の建て替え等を考える会 

 

 

議 題 

１ 開会 

２ 第 2 回グループワーク 

３ その他 

日 時 令和 8 年 2 月 20 日（木） 18：30～20：00 

場 所 駒込中学校 体育館 

 

出席者数 

小川文幸会長（駒込中学校 PTA 会長）、他委員 14 名 

傍聴人 1 名 

事務局 

コンサルタント（5 名） 区職員（4 名） 

会 議 内 容（要 旨） 

＜会の概要＞ 

1. 開会 

2. 第 2 回グループワーク 

（1） 豊島区の教育目標を踏まえた駒込中学校の学校経営方針 

（2） アンケート調査結果 

（3） 大学生グループインタビューの概要 

（4） 前回の振り返り 

（5） グループワーク 

3. その他 

（1） 仮校舎設計案地域説明会のお知らせ 

（2） 次回考える会の日程について 

 

＜豊島区の教育目標を踏まえた駒込中学校の学校経営方針について（資料 1）＞ 

⚫ 事務局から区の方針の概要を説明し、駒込中学校での取り組みについて岡泉校長から

お話しいただいた。 

 

＜アンケート調査結果について（資料 2）＞ 

⚫ 事務局から地域、保護者、教員、児童生徒を対象としたアンケート調査の結果につ

いて、速報からの追加部分を中心に説明した。 

 

＜大学生グループインタビューの概要について（資料 3）＞ 

⚫ 事務局から 2026 年 1 月 19 日（月）に実施した大正大学地域創生学部公共政策学科

の学生を対象としたグループインタビューの概要を説明した。 

⚫ インタビューでは「中学時代で印象に残っている空間」「中学時代の経験で今に活か

されていると思うこと」「中学生に戻れたらこんな学校で過ごしたい」の 3 項目につ

いてヒアリングを行った。 
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＜前回の振り返り（資料 4）＞ 

⚫ 事務局から第 4 回考える会のグループワークで出された、現在の駒込中の「良いと

ころ・残したいところ」「改善したいところ」に関する意見を報告した。 

⚫ 駒込中学校の建て替えに際して、前提条件となる項目について説明した。 

 

＜グループワーク（資料 4）＞ 

⚫ 3 グループに分かれ、建て替えに際して「大切にしたいこと」「重視したいこと」を

テーマに話し合い、各グループの討議内容を全体で共有した。 

⚫ 次回考える会で提示される配置案を比較評価するにあたり、アンケート調査、大学

生グループインタビュー、第 4 回考える会グループワークで出された意見を反映し

て作成した「評価項目」について、他の視点がないか、何を重視すべきかを考えた。 

 

《全体共有での意見概要》 

 学習環境としての「校庭の広さの確保」は重要だ。トラックで思い切り走れるくらい

の広さがほしい。 

 学校生活の面では「集える場を作る」ことは重要だと思う。 

 校庭や体育館の広さや教室数の確保を優先させて考えると、校舎の高層化も検討す

る必要があると思う。その際は学年を考えた教室配置や日当たりも配慮してほしい。 

 安心安全面としては「避難所としての学校の役割」を踏まえてほしい。周辺地域から

のアクセスや避難所となる体育館の利用のしやすさを考える必要がある。一方で、

災害時の学習環境の維持も大切だ。 

 プールはプライバシーに配慮するだけでなく、多目的な利用の観点から防災面での

利用も考えてほしい。屋上に設置する場合は屋根が必要になると思う。 

 自然環境の項目として、「学びにつながる自然」「周辺地域の環境にもプラスとなる

植物」という視点もあると良い。 

 桜に関しては樹齢で残せるかを判断する必要があると思うが、切ることを前提する

のではなく丁寧な議論を積み重ねてほしい。 

 限られた敷地なので、何を優先して広さを確保するかが課題となっている。 

 

＜仮校舎設計案地域説明会のお知らせ（参考 2）＞ 

⚫ 事務局から駒込地区仮校舎設計案説明会の日程、会場等について説明した。 

 

＜次回考える会の日程について＞ 

⚫ 次回は配置案を複数提示して意見を聞くため、通常よりも長くグループワークの時

間を取ることを説明し、開始時間を 18：00 からとする旨を事務局から伝えた。 

以上 

次回日程 第 6 回考える会 

2026 年 4 月下旬～5 月上旬頃を予定 

 


